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序

吹田市では、昭和49(1974)年 度に国庫補助事業の埋蔵文化財発掘調査 を実施 して以来、これ

までに市内各所 において数多 くの発掘調査 を実施 してまいりました。これらの調査か らは先人

の残 した多 くの遺構 ・遺物を調査成果 として得 ることができ、その成果は博物館などでできる

限 り市民の皆様 に還元できるように努めてお ります。

平成25(2013)年 度においては、国庫補助事業として市内に所在する遺跡 に対 して11件 の発

掘調査 を、事業者をはじめとした多 くの方々のご協力を得て実施 しました。本市教育委員会 に

おいてはよ り良 き文化財保護の施策ができますよう努力 してい く所存ではありますが、市民の

皆様方 におかれましても埋蔵文化財の発掘調査をは じめとする本市の文化財保護行政に対 し

て、今後 とも深いご理解 とご協力 を賜 りますよう、よろしくお願い申し上げます。

平成26(2014)年3月

吹田市教育委員会

教育長 梶 谷 尚 義



例 言

1.本 書 は平 成25年 度 国庫補助 事業 として実施 した、高浜遺跡 、豊嶋郡 条里遺跡、垂水 中遺 跡

C地 点、垂水 遺跡 、垂水南 遺跡、蔵 人遺跡、片 山東屋敷廻 遺跡、都 呂須遺跡、七尾東遺跡 の

緊急発掘調査 をまとめた ものである。

2.発 掘調査 地点 は次の とお りである。

高浜遺跡 吹田市 高浜 町935-3

高浜遺跡 吹田市 高浜 町925-1、925-6

豊嶋郡条里遺跡 吹田市泉 町2-2601-2

垂水 中遺跡C地 点 吹田市垂水 町3-946-30

垂水 遺跡 吹田市 円山町347-4

垂水 遺跡 吹田市垂水 町1-772-2、773の 各一部

垂水 南遺跡 吹 田市垂水 町3-952-19の 一部

蔵人遺跡 吹 田市豊津 町608-6の 一 部

片 山東屋敷廻遺跡 吹 田市片 山町4-2894-14

都 呂須遺跡 吹 田市元町1080-ll

七尾 東遺跡 吹 田市 山田南166-3

3.発 掘 調査 の整理作業 は吹 田市岸部北4丁 目10番1号 、吹 田市立博物館 で実施 し、資料 の保

管 も同所 にお いて行 っている。

4.本 文の執筆 は、第5章 及 び第10章 を賀納 章雄 が、他 は西本安秀が行 った。

発掘調査参加者名簿

調査主体 吹田市教育委員会

調査指導 大阪府教育委員会文化財保護課

調査担当 吹田市教育委員会吹田市立博物館文化財保護係 西本安秀、賀納章雄

調査補助員 林 裕子、木舩安紀子、小川里美
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第1章 平成25(2013)年 度埋蔵文化財発掘調査 について

平成25(2013)年 度は、高浜遺跡、豊嶋郡条里遺跡、垂水中遺跡C地 点、垂水遺跡、垂水南遺跡、

蔵人遺跡、片山東屋敷廻遺跡、都呂須遺跡、七尾東遺跡の9遺 跡11件 の発掘調査 を実施 した。

高浜遺跡は高浜神社 とその周辺地の高浜町、南高浜町に所在 し、縄文 ・弥生 ・平安時代～中

世の遺跡である。これまでの調査では、検出遺構 は主に縄文時代前期に形成された吹田砂堆 と

呼ばれ る標高約5mの 微高地上に展開 し、中世の護国寺の基壇跡、平安時代の溝、土坑等が確

認されている。特に護国寺の基壇跡調査では、創建時の基壇 と礎石が検出され、中世の禅宗本

堂建築の様相の一端が確認できた。また、下層で検出した溝 と出土瓦(平 安時代末)は 、護国寺

創建前の寺院の存在 を推定できる資料である。なお、当地周辺では吉志部瓦窯跡の焼成瓦の出

土が確認され、市域では瓦窯跡以外の出土は認め られず、当該期の寺院の可能性 も考 えられる。

今回の調査地(2件)は いずれ も高浜遺跡の北東部に位置 し、住宅建築工事に伴い、確認調査を

実施 した。

豊嶋郡条里遺跡は泉町2丁 目一帯に所在する縄文 ・弥生 ・古墳 ・鎌倉時代の遺跡で、昭和57

～58(1982～1983)年 に実施 された発掘調査では鎌倉時代の水路跡 と水 田畦畔が検出された。

この水路は南北延長90mに わたって検出され、両側に幅約2m、 最大高0.8mの 堤防を有 し、幅

約1.1m、 深 さ約0.5mを 測 り、両側 に板材等で護岸 された痕跡が残 っていた。水路の方向は推

定豊二嶋郡条里の東限ラインに一致 してお り、古代に施行 された条里関連遺構 と考えられる。豊

嶋郡条里の境界でこのような整備 された水路が確認 されたのは初めてであ り、貴重な調査例 と

なった。今回の調査は豊嶋郡条里遺跡の北西部 に位置 し、住宅建築工事に伴い、確認調査 を実

施 した。

垂水 中遺跡C地 点は垂水町3丁 目に所在する、古墳時代、中世の遺跡である。これまでの調

査では試掘調査で古墳時代の土師器、中世の瓦器が出土 し、集落遺跡と考えられるが、位置的

に弥生時代の集落遺跡である垂水遺跡 と古墳時代の集落遺跡である垂水南遺跡の中間的な位置

にあ り、両遺跡 との関係が注 目されている。今回の調査地は垂水中遺跡C地 点の西側周辺地に

位置し、住宅建築工事に伴い、試掘調査 を実施 した。

垂水遺跡は垂水町1・2丁 目か ら円山町にかけて所在する遺跡である。昭和初期の住宅開発

に伴 って遺跡が発見 され、これまでの調査で旧石器～中世の複合遺跡であることが判明してい

る。中でも中心 となるのが弥生時代の集落跡で、丘陵上に竪穴式建物跡、高床式建物跡等が確

認され、弥生時代後期には大阪湾沿岸周辺の代表的な高地性集落と考えられている。今回の調

査 は垂水遺跡の南側周辺地及び北東側周辺地に位置 し、住宅建築工事 に伴い、試掘調査 を実施

した。

垂水南遺跡は、垂水町3丁 目 ・江坂町1丁 目に展開 し、昭和41年 度か ら行われた区画整理事

業による下水管埋設工事の際に発見された。これまでの調査 により、弥生時代～中世期の複合

遺跡であることが確認 されている。中でも中心 となるのが古墳時代前期～中期の集落跡で、竪
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穴式建物、掘立柱建物等の建物跡、土坑、井戸、溝 などが検出された。出土遺物 は集落内で 日常

に使用 された土師器が多いが、その中に東海系 ・山陰系 ・吉備系等の在地産以外の土器が含 ま

れ、古墳 時代の人々の交流の一端 を示す もの と考えられている。その他、金属器生産 ・玉造関

係の生産 も行われたことが確認 されている。また、平安時代のものとして、河道、これに付随す

る木組み ・堰等が検出され、特に、第5次 調査で検出された河道か らは「垂庄」等 と書かれた墨

書土器が出土 し、弘仁3(812)年 に成立 した東寺領垂水庄に関連 した遺物であることが明 らか

となった。今回の調査 は垂水南遺跡の北東側周辺地に位置 し、住宅建築工事に伴い、試掘調査

を実施 した。

蔵人遺跡は江坂町2丁 目に所在する、弥生時代～中世の複合遺跡である。これまでの調査で

確認 された主なものは中世の集落跡で、掘立柱建物跡、鍛冶工房、井戸、石組溝、水路、池、畑

等が確認 されている。瓦器、土師器などの日常容器の他、瓦、青磁、白磁 なども出土 してお り、

寺院や公の施設も展開 している可能性がある。当地は文治5(ll89)年 の 『摂津垂水西牧榎坂郷

田畠取帳』以降室町時代に至 るまで、文献資料 との対比が可能な所であるのが特徴で、中世は

東寺領垂水庄内に存在 した蔵人村の一部 と考えられている。今回の調査は蔵人遺跡の南西部に

位置 し、住宅建築工事に伴い、確認調査 を実施 した。

片山東屋敷廻遺跡 は片山町4丁 目の丘陵南斜面に位置する遺跡で、これまでの調査で奈良時

代の掘立柱建物、溝、土坑、ピッ ト群が確認され、奈良時代の集落遺跡 と考えられる。今回の調

査は片山東屋敷廻遺跡の南東側周辺地に位置 し、住宅建築工事に伴い、試掘調査を実施 した。

都 呂須遺跡 は元町、内本町2丁 目に所在す る遺跡である。これまでの調査で中世の溝、土坑、

ピット等、近世の土坑等が確認 され、中世～近世の集落遺跡 と考えられる。今回の調査は都 呂

須遺跡の北東側周辺地に位置 し、住宅建築工事に伴い、試掘調査を実施 した。

七尾東遺跡は縄文～弥生時代、中世の遺跡である。これまでの調査で弥生時代の竪穴式建物

跡、溝、土坑、ピッ ト等が確認されている。第1次 調査で検出された竪穴式建物跡 は円形の建物

跡で復元径約8.4mを 測る。建物内から5条 の周溝が検出され、最低5回 の建て替えがあったこ

とが推測 される。住居跡の中央付近に炉穴が確認されている。時期は出土遺物か ら弥生時代中

期(IV様 式)の 所産 と考えられる。市内での弥生時代の明確な竪穴式建物跡の検出例は、垂水遺

跡に次 ぎ2例 目であ り、貴重な調査例 となった。今回の調査 は七尾東遺跡の北側周辺地に位置

し、住宅建築工事に伴い、試掘調査を実施 した。
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第1図 発掘調査地点位置図[明 治41(1908)年 測量地図]



第2章 高浜遺跡の発掘調査

第2図 高浜遺跡及び都呂須遺跡調査地周辺図[1:5,000]

1.高 浜 町935-3に お け る発 掘 調 査[第1期]

(1)調 査 の経過

今 回 の発 掘 調査 は住 宅 の建 築 に伴 い、遺構 ・遺物 包 含 の有 無 の確 認 を 目的 と して平 成25

(2013)年5月20日 に事前 に調査 を実施 した もので ある。調査 では調査 区 を1か 所 設定(調 査面

積約2r㎡)し 、重機 を使用 して実施 した。

第3図 調査区平面図
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第4図 土層断面図

(2)調 査の成果

基本層序は1層(現 代盛土)、2層(白 褐色砂 地山)で 地表下約0.8mま での土層堆積状況を

確認した。これ らの層か らは埋蔵文化財は認め られなかった。2層 の地山層は既に撹乱を受け、

遺構の展開する生活面は残 っていないと判断される。

2.高 浜 町925-1、925-6に お け る発 掘 調 査[第2期]

(1)調 査 の経過

今 回 の発 掘 調査 は住 宅 の建 築 に伴 い、遺構 ・遺 物 包含 の有 無 の確 認 を 目的 と して平成25

(2013)年8月27日 に事前 に調査 を実施 した ものであ る。調査 では調査 区 を1か 所設定(調 査面

積 約5.2㎡)し 、重機 を使用 して実施 した。

0 5m

1
響 量1_[

第5図 調査区平面図
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(2)調 査の成果

基本層序は1層 現代盛土(①黄色砂、②黒褐色土、③淡黒褐色土)、II層(④ 淡茶褐色砂質土、

⑤淡赤褐色砂質土)、皿層 地山(⑥ 褐色砂)で 地表下約1.5mま での土層堆積状況を確認 した。

これらの層からは明確 な埋蔵文化財は確認 されなかった。

南壁

西壁

土層序1.黄 色砂

2.黒 褐色土

3.淡 黒褐色土

4.淡 茶褐色砂質土

5.淡 赤褐色砂質土

6.褐 色砂(地 山)

第6図 土層断面図
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第3章 豊嶋郡条里遺跡の発掘調査

1.泉 町2丁 目2601-2に お け る発 掘 調査

(1)調 査 の経過

今 回 の発 掘調 査 は住 宅 の建築 に伴 い、遺 構 ・遺物 包 含 の有 無 の確 認 を 目的 として平成25

(2013)年7月4日 に事前 に調査 を実施 した ものであ る。

(2)調 査の成果

調査 区 を1か 所 設定(調 査面積4㎡)し 、重機 を使 用 して実施 した。基本 層序 は1層(現 代 盛

土)、2層(淡 黒褐色 粘質土 現代水 田)、3層(暗 灰 色粘土)、4層(灰 色粘 土)、5層(暗 褐色粘

質土)、6層(黒 褐色 粘質土、植 物遺体 を含 む)、7層(灰 色 粘質土)、8層(灰 色 シル ト)で 地表

下約2mま での土層堆積状 況 を確 認 した。これ らの層 か らは埋蔵文化財 は認め られなかった。

第7図 豊嶋郡条里遺跡調査地周辺図[1:2,500]
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第8図 調査区平面図

8

1.盛 土

2.淡 黒 褐 色 粘 質 土

3.暗 灰 色 粘 土

4.灰 色 粘 土

5.暗 褐 色 粘 質 土

6.黒 褐 色 粘 質 土

7.灰 色 粘 質 土

8.灰 色 シル ト

第9図 土層断面図
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第4章 垂水中遺跡C地 点の発掘調査

1.垂 水 町3丁 目946-30に お け る発 掘 調 査

(1)調 査 の経過

今 回 の発 掘 調査 は住 宅 の建 築 に伴 い、遺構 ・遺 物 包含 の有 無 の確 認 を 目的 と して平 成25

(2013)年8月28日 に事 前 に調査 を実施 した ものであ る。

(2)調 査の成果

調査 区を1か 所設定(調 査面積約3.2m)し 、重機 を使用 して実施 した。基本層序 は1層 ①現

代盛土、II層(② 灰赤褐色土、③黄褐灰色砂質土、④淡灰色砂質土、⑤灰色粘砂質土)、皿層(⑥

暗灰色粘質土、⑦灰白色粘土、⑧暗褐色粘質土)で 地表下約2mま での土層堆積状況を確認 し

た。これ らの層か らは明確 な埋蔵文化財は確認 されなかった。

第10図 垂水中遺跡C地 点及び垂水南遺跡調査地周辺図[1:2,500]
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道

第11図 調査区平面図

南壁

1.盛 土

2.灰 赤褐色土

3.黄 褐灰色砂質土

4.淡 灰色砂質土

5.灰 色粘砂質土

6.暗 灰色粘質土

7.灰 白色粘土

8.暗 褐色粘質土

第12図 土層断面図
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第5章 垂水遺跡の発掘調査

1.円 山 町347-4に お け る発 掘 調 査[第1期]

(1)調 査 の経過

今 回の発 掘調査 は、垂水遺跡 の周辺 地 となる当調査地 にお いて住 宅の建築 が計画 された こと

か ら事 前 に実施 した ものであ り、遺構 ・遺物包含 の有無 を確認す るこ とを 目的 に、平成25(2013)

年10月8日 に調査 区 を2ヶ 所(約4.4㎡)設 定 し、重機 を用い て実施 した。

(2)調 査 の成果

調査 区 を掘 削 した ところ、T1で は、現 地表面 か ら約2mの 深 さまで現代盛 土層 が認め られ

るのみであ り、T2で は、現 地表面 か ら約85cmの 深 さで現代 盛土層[第1層]直 下 において地 山

層 で あ る淡灰色 砂 質土層[第2層]の 堆積 が認 め られ た。両 調査 区において 明確 な遺構 ・遺物

について は確認 されなかった。

一r

第13図 垂水遺跡調査地[第1期]周 辺図[1:5,000]
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道路

第14図 調査区平面図[第1期]

T2西 壁

7

2

1.現 代盛土層

2.淡 灰色砂質土層

第15図 土層断面図[第1期]
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2.垂 水 町1丁 目772-2、773の 各 一 部 にお け る発 掘 調 査[第2期]

(1)調 査 の経過

今 回の発掘調査 は、垂水 遺跡の周辺地 となる当調査 地 にお いて住宅 の建築が計 画 された こと

か ら事前 に実施 した もので あ り、遺構 ・遺物 包含の有無 を確認す ることを 目的 に、平成25(2013)

年11月18日 に調査 区 を2ヶ 所(約7.6㎡)設 定 し、重機 を用 いて実施 した。

(2)調 査 の成 果

調査 区 を掘 削 した ところ、Tlで は、現代盛 土層[第1層]以 下、青灰色砂 質土層[第2層]、

暗灰 色砂 質土(粘 土混 じる)層[第3層]、 灰色砂 質 土層[第5層]、 暗灰色砂 質土層[第6層]、

茶灰色 粘質土層[第8層]の 堆積が認 め られ、この うち、第6層 において中世 の土 師器片が1点

出土 した。また、T2で は、現代 盛土層以下、青灰色砂 質土層[第2層]、 暗灰色砂 質土層[第4

層]、灰 色砂 質土層[第5層]、 灰色砂質土(茶 色 がか る)層[第7層]、 茶灰色砂 質土層[第9層]、

茶灰色 粘土層[第10層]の 堆積 が認め られ、この うち、灰 色砂質土層[第5層]に おいて中世 の

土 師器 片1点 が出土 した。これ ら2ヶ 所 の調査 区か ら出土 した土師器片 につ いてはいず れ も細

片 であ り、他所 か ら流 れ込 んだ二 次的な堆積 に よる もの と考 え られ、今 回の発掘調査 において

一 次的 な堆積 に よる明確 な遺構 ・遺物 は確認 されなかった。

第16図 垂水遺跡調査地[第2期]周 辺図[1:5,000]
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第17図 調査区平面図[第2期]

0

T1 T2

2m

1.現 代盛土層

2.青 灰色砂質土層

3.暗 灰色砂質土層

(粘土混じる)

4.暗 灰色砂質土層

5.灰 色砂質土層

6.暗 灰色砂質土層

7.灰 色砂質土層

(茶色がかる)

8.茶 灰色粘質土層

9.茶 灰色砂質土層

10.茶 灰色粘土層

第18図 土層断面図[第2期]
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第6章 垂水南遺跡の発掘調査

1.垂 水 町3丁 目952-19の 一 部 にお け る発 掘 調 査

(1)調 査の経過

今 回 の発 掘 調査 は住 宅 の建 築 に伴 い、遺構 ・遺 物 包含 の有 無 の確 認 を 目的 と して平 成25

(2013)年11月29日 に事前 に調査 を実施 した ものである。

(2)調 査の成果

調査 区を2か 所設定(調 査面積合計約8.4㎡)し 、重機を使用 して実施 した。基本層序 は1層

①現代盛土、H層(② 耕土、③灰 白色砂質土、④耕土)、皿層(⑤ 暗灰色粘砂質土、⑥灰色砂質

土)、IV層(⑦ 灰色粘土、中世)、V層(⑧ 淡茶褐色砂質土、⑨暗灰色粘土、⑩黒褐色粘質土)、W

層(⑪ 淡黒褐色粘質土、⑫暗茶褐色粘質土 古墳時代遺物包含層)、Vd層(⑬ 白灰色砂、⑭灰色

砂質土)、皿層(⑮ 明灰色粘土)で 地表下約2.5mま での土層堆積状況を確認 した。これ らの土層

のうち、TlのV層(⑧ 層)か ら平安時代の黒色土器片、須恵器片が出土 し、T2のV層(⑧ 層)

T2

道路

0 Sm

第19図 調査区平面図
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T1西 壁 T2南 壁
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8
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1.盛 土

2.淡 黒灰色土(耕土)

3.灰 白色砂質土

4.黒 灰色土(耕土)

5.暗 灰色粘砂質土

6.灰 色砂質土

7.灰 色粘土

8.淡 茶褐色砂質土

9.暗 灰色粘土

10.黒 褐色粘質土

11.淡 黒褐色粘質土

12.暗 茶褐色粘質土

13.白 灰色砂

14.灰 色砂質土

15.明 灰色粘土

O

i 靂

15
im

i

第20図 土層断面図

1:TIV層(8)出 土

2～7:TIW層(11、12)出 土

第21図 出土遺物実測図
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か ら土師器細片が 出土 した。また、TlのV[層(⑪ ・⑫ 層)か ら古墳 時代 の土器破 片が多量 に出

土 した。これ以下 の層で は明確 な埋 蔵文化 財 は確 認 され なか った。

VI層 の出土遺物 は土師器 の壷、甕 、高杯、須 恵器 の甕等(古 墳 時代)で 、遺物収納箱約1箱 分

出土 した。その うち遺存状況 の良好 な もの を図示 し、記述す る。遺物 の出土層 は(1)はTlV

層⑧、(2～7)はTIVI層 ⑪⑫ である。

(1)は 黒色 土器椀A類 で、内弯す る体 部 を持 ち、口縁端部 は丸 くお さめてい る。口縁 内面 に

沈線 がめ ぐる。内外 面 とも横方 向のヘ ラ ミガキが密 に施 され ている。復 元径 約14.6cm、 遺存 高

3.5cmを 測 る。

(2～4)は 土師器甕 である。(2)は 口縁部破片 で、やや 内弯気 味の 口頚部 を もち、口縁端 部

は内側 に肥厚 し、内傾す る口縁 端面 を もつ。復元径 約16cm、 遺存 高3.2cmを 測 る。(3)は 口縁

部 ～体 部破 片 で球形 の胴 部 を持つ。頸 部 は くの字状 に屈 曲 し、内弯気 味の 口頚部が外上方 に伸

び、口縁 端部 は内側 に肥厚 し、内傾 す る端 面 を もつ。体 部外 面 は下部 は ヨコ方向 のハ ケ、頸 部

付 近 は タテ方 向のハケ、体部 内面 は ヨコ方 向のヘ ラケズ リを施 す。口頚部 は内外面 ともヨコナ

デ を施す。復元 径12.6cm、 遺 存 高10.3cmを 測 る。(4)は 口頚 部破 片 で復 元径12.6cm、 遺存 高

3.7cmを 測 る。や や内弯 気味 の口頚部 で口縁 端部 はわず か に内側 に肥厚 し、外 上面 に端面 を有

す る。

(5～7)は 土師器高杯 である。(5)は 杯 部破 片で復 元径16cm、 遺存高5.5cmを 測 る。口縁 端

部 は外 反 し、端部 は丸 くお さめてい る。外面 は上部 ヨコナデ、下部指押 さえの後、ナデを施 して

い る。内面 はナデ を施 してい る。(6)は 杯 部破 片 で水平 に伸 び る杯 部底 か ら大 き く屈 曲 して外

反す る口縁部 を持 ち、口縁端部 は弱 く端面 を持 つ。復 元径18.2cm、 遺存 高5.9cmを 測 る。外面 は

ナデ及 び横 ナデ、内面 は横 ナデ を施 す。外面屈 曲部 に縦方 向のハ ケが施 される。(7)は 脚部破

片 で底部復元径11.4cm、 遺存高6cmを 測 る。外面上部 は縦方 向の面取 り様ナデ、下部 はナデ を

施 し、内面上部 は横 方向のヘ ラケズ リ、下部 はナデ を施すが、一部 に布 目圧痕 が残 る。

以上、今 回の発掘 調査 では明確 な遺構 が認 め られ なか ったが、V層 ⑧ か ら平安時代 の土器 が

少量 出土 し、VI層 ⑪⑫ か ら古墳 時代 の土器が多量 に出土 した。出土 した古墳 時代 の土器 はいわ

ゆ る布留式土器 で、これまでに垂水 南遺跡 で出土 した土器 に共 通す るもので あ り、当調査地 点

に も垂水 南遺跡 の範囲が拡 が ってい ることが判 明 した。
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第7章 蔵人遺跡の発掘調査

1.豊 津 町608-6の 一 部 にお け る発 掘 調査

(1)調 査 の経過

今 回 の発 掘調 査 は住 宅 の建 築 に伴 い、遺構 ・遺 物包 含 の有 無 の確 認 を 目的 と して平 成25

(2013)年12月4日 に事前 に調査 を実施 した ものである。

(2)調 査 の成 果

調査 区 を1か 所 設定(調 査面積 約4㎡)し 、重機 を使用 して実施 した。基本 層序 は1層(① 現

代盛土)、II層(② 現代耕土)、 皿1層(③ 暗灰色砂 質土、④灰色砂 質土)、IV層(⑤ 茶褐色砂)、V層

(⑥黒灰色 砂 質土、⑦灰色 砂)で 地 表下約2ユmま での土層堆積状 況 を確 認 した。これ らの土層

か ら遺構 は認 め られず、遺物 はV層(⑥ 黒灰色砂質土)で 瓦器 ・土師器破 片(中 世)が 出土 したが、

少量の破片 である ことか ら周辺か らの流 れ込 みによる もの と判断 され る。

(1)はV層 ⑥ 出土 の瓦器椀底 部破 片で、底復元径3.8cm、 遺存 高1.5cmを 測 る。底 部 はは りつ

け高台 で、断面 の形状 は三角形 を呈 す る。外 面 は押圧調整、内面 は まば らなヘ ラ ミガキを施 し

てい る。

第22図 蔵人遺跡調査地周辺図[1:2,500]
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道路 北壁

調査区

道路

第23図 調査区平面図
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第24図 土層断面図

土 層 序

1.盛 土

2.耕 土

3.暗 灰 色砂 質 土

4.灰 色砂 質 土

5.茶 褐 色 砂

6.黒 灰 色 砂 質 土

7.灰 色 砂

第25図 出土遺物実測図



第8章 片山東屋敷廻遺跡の発掘調査

1.片 山 町4丁 目2894-14に お け る発 掘 調 査

(1)調 査 の経過

今 回 の発掘 調 査 は住 宅 の建 築 に伴 い、遺構 ・遣物 包含 の有無 の確 認 を 目的 と して平成25

(2013)年12月12日 に事 前 に調査 を実施 した ものであ る。

(2)調 査 の成果

調査 区 を1か 所設定(調 査面積約3㎡)し 、重機 を使 用 して実施 した。基本層序 は1層(① 現

代 表土)、 皿層(② 暗黄褐色粘質土)、 皿層(③ 灰色粘質土、)、IV層(④ 黄色粘土、⑤ 淡茶灰色 粘質

土)、 で地表下 約0.8mま での土層堆積状 況 を確認 した。これ らの土層か ら埋蔵 文化 財 は認 め ら

れ なか った。

第26図 片山東屋敷廻遺跡調査地周辺図[1:2,500]
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第27図 調査区平面図
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第28図 土層断面図
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第9章 都呂須遺跡の発掘調査

1.元 町1080-11に お け る発 掘 調 査

(1)調 査 の経過

今 回の発 掘 調査 は住 宅 の建 築 に伴 い、遺構 ・遺 物包 含 の有 無 の確 認 を 目的 と して平 成25

(2013)年12月19日 に事前 に調査 を実施 した ものである。

(2)調 査の成果

調査区を1か 所設定(調 査面積3㎡)し 、重機を使用 して実施 した。基本層序は1層(① 暗灰

色土、②赤褐色粗砂、③灰白色粘質土)、II層(④ 黒灰色粘質土 旧水田耕土)皿 層(⑤ 灰白色砂

質土)、IV層(⑥ 黄～灰褐色砂質土、⑦赤橙色砂質土、⑧白灰色粘土)で 地表下約1.3mま での土

層堆積状況を確認 した。これらの土層か ら埋蔵文化財 は認め られなかった。IV層は硬質の土層

で地山と判断される。

第29図 調査区平面図
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第30図 土層断面図
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第10章 七尾東遺跡の発掘調査

1.山 田南166-3に お け る発 掘 調査

(1)調 査 の経過

今 回の発 掘調査 は、七尾東遺 跡 の周辺地 となる当調査 地 におい て住 宅の建 築が計 画 され た

ことか ら事前 に実施 した ものであ り、遺構 ・遺物包含 の有無 を確認す る ことを 目的 に、平成26

(2014)年1月8日 に調査 区を1ヶ 所(約2。2㎡)設 定 し、重機 を用 いて実 施 した。

(2)調 査の成果

調査 区を現地表面 か ら約2mの 深 さまで掘削 した ところ、現代 盛土層 匸第1層]以 下、旧耕 土

層であ る黒色土層[第2層]、 淡青灰色 粘土層[第3層]の 堆積 が認め られたが、明確 な遺構 ・遺

物 につ いては確認 されなか った。

第31図 七尾東遺跡調査地周辺図[1:2,500]

一23一



道路

ヒ===============ヨ

第32図 調査区平面図
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第33図 土層断面図
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所収遺跡名

ふりがな

所 在 地
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東 経
ofn

調査期間
調査
面積

調査
原因市町村 遺跡番号

たかはまいせき

高浜遺跡
すい た したかはまちょう

吹 田市高浜町935-3 27205 100 34°45'32" 135°31'39" 20130520 2 確認調査
たかはまいせき

高浜遺跡
すいた したかはまちょう

吹 田 市 高 浜 町925-1、925-6 27205 100 34°45'34" 135°31'41" 20130827 5.2 確認調査
てしまぐんじょうりいせき

豊嶋郡条里遺跡
すい た し いずみちょう

吹 田 市 泉 町2-2601-2 27205 95 34°45'37" 135°30'53" 20130704 4 確認調査
たるみなかいせきし一ちてん

垂水中遺跡C地 点
すい た し たるみちょう

吹田市垂水 町3-946-30 27205 131 34°45'48" 135°30'15" 20130828 3.2 試掘調査
た るみい せき

垂水遺跡
すいた し まるやまちょう

吹田市 円山町347-4 27205 86 34°46/13" 135°30'20" 20131008 4.4 試掘調査
た るみい せき

垂水遺跡
すいた したるみちょう

吹田市垂水町L772・2、773の各一部 27205 86 34°45'56" 135°30'09" 20131118 7.6 試掘調査
たるみみなみいせき

垂水南遺跡
すいた したるみちょう

吹 田市垂 水 町3-952-19の 一部 27205 88 34°45'45" 135°30'16" 20131129 8.4 試掘調査
くろうどいせ き

蔵人遺跡
すい た し とよつちょう

吹 田市豊津 町608-6の 一部 27205 85 34°45'43" 135°29'29" 20131204 4 確認調査
かたやまひがしやしきまわりいせき

片山東屋敷廻遺跡
すい た しかたやまちょう

吹 田市片 山町4-289414 27205 71 34°46'22" 135°31'35" 20131212 3 試掘調査
と ろ す いせ き

都呂須遺跡
すい た しもとまち

吹 田市元 町1080-11 27205 91 34°45'36" 135°31'28" 20131219 3 試掘調査
ななおひがしいせき

七尾東遺跡
すい た しやまだみなみ

吹 田市山田南166-3 27205 123 34°47'13" 135°32'06" 20140108 2.2 試掘調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

高浜遺跡 集落遺跡 古墳 ・中世 な し な し な し

高浜遺跡 集落遺跡 古墳 ・中世 な し な し な し

豊嶋郡条里遺跡 集落遺跡 古墳 ・中世 な し な し な し

垂水中遺跡C地 点 集落遺跡 古墳 ・中世 な し な し な し

垂水遺跡 集落遺跡 弥生 ・中世 な し な し な し

垂水遺跡 集落遺跡 弥生 ・中世 な し 土師器(中世) な し

垂水南遺跡 集落遺跡 古墳 ・平安
遺物包含層

(古墳 ・平安時代)

土師器 ・須恵器(古 墳時代)、

黒色土器(平 安時代)
な し

蔵人遺跡 集落遺跡 古墳 ・中世 な し 瓦器 ・土師器(中 世) な し

片山東屋敷廻遺跡 集落遺跡 古墳 ・中世 な し な し な し

都呂須遺跡 集落遺跡 古墳 ・中世 な し な し な し

七尾東遺跡 集落遺跡 弥生 ・中世 な し な し な し
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